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災害は自然災害か人的災害かを問わず物的人
的に甚大な被害と犠牲（災禍）を引き起こす。今回取り上げる研究は、発達心理学・児童発達研究雑誌
C
hild D
evelopm
ent
に収められてお
り、同誌が二〇一〇年に組んだ「 害が子どもの発達に及ぼす影響」という特集のなかの二論文である。この雑誌は心理学 の雑誌であり途上国研究を志向する性格のもので ない。管見では心理学と途上国研究との接点は社会科学に比べて希薄と思われる。本稿で取り上げる二論文は内戦という人的災害 極値を取り上げ、シエラレオネ ウガンダ 事例に災禍と心理発達の関係 つい 分析している。今なお内戦をはじめとする災禍に苦しむ途上国は少なくない。本稿では新たな心理学的研究が途上国研究に働きかけるメッセージについて考え みたい。●
 内戦による災禍と子ども兵
　
シエラレオネでは一九九一～二〇〇二年まで
統一革命戦線（ＲＵＦ）と、ウガンダ 一九八八～二〇〇六年まで「神の抵抗軍」 （ＬＲＡ）とそれぞれの政府軍との間 内戦が展開していた。内戦の歴史的経緯は割愛するが これら戦のなかで多くの青少年たちが子ども兵として強制的に拉致・誘拐された。子ども兵 監禁や
拷問、性暴力に遭い、住民間の破壊や身内の殺害に強制的に関与させられた。さらに悲劇は、子ども兵たちは被害者であると同時に加害者としての立場にも立たされて ることである。この熾烈な環境を生き抜いた元子ども兵たちを対象に、トラウマ的被害と帰還後の心理発達的、心理社会的な予後 ついて調査が行われた。　
第一論文が取り上げるシエラレオネでは、二
〇〇二年の内戦終結後、国際平和活動の一つであるＤＤＲ（武装解除・動員解除・社会復帰）が目指される。和平調停後 武装と動員の解除後、元兵士たちを帰属社会に「社会復帰」させる道のりは〝
a long journey 〟 （一〇七八ページ）
である。内戦終結後に帰属 に戻れたとしても、養育やケアの主体である父母や親族、あるいは教育の機会 奪われており、 復帰はもっとも心理社会的課題が先鋭化す 局面でもある。第二論文が取り上げるウガンダでも、ＬＲＡは武装集団に取り込んだ子ども兵たちをレイプしたり親や地域住民を殺させ などの残虐行為を行ってきた。このような極度のトラウマ的状況を強制的に経験させられ、それによ 心的外傷がその後の子どもたち 心理的適応、発達や成育に与える影響は甚大と考えられている。●
 研究の内容と主要な分析結果
　
子ども兵の悲惨な経験は心理発達にどのよう
な影響があるだろうか。まず、耐えが い苦痛や悲劇の経験によって甚大なストレスが加わりＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）やうつ、不眠などが生じる。さらには慢性的に攻撃性や内向性、不安が高まる情動の変化もある 対人関係が築けなくなり自信を失うなどの状況に陥る者もいる。両論文は、この うなトラウマ
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的経験から生き延びた子どもたちについて分析した数少ない研究である。特に第一論文は、時間が経過している人びとも対象として経時的な変化を追う類い稀なる研究と位置づけられる。　
分析では、心理発達的問題に対してその被害
を食い止めたり発症しても予後を緩和する方向に働く「保護的因子」と、逆に心理的問題を引き起こしたり劇症化させる方向に働く「リスク因子」という二つの因子を設定している。そして、先行研究から様々な変数を説明変数の候補にあげ、心理統計学的に分析 ている。第一論文ではうつ、不安、攻撃性、向社会 態度、そして自信に対して相関分析と重回帰分析を、また第二論文ではトラウマ的状況後 予後に関て作成されたアウトカム指標に対して階層ロジット分析という多変量解析手法 用 、各変数の説明力や統計学的有意性 リスク／保護的因子のどちらとして作用しうるのかが分析される。　
両論文では複数の個人的、家庭的、社会経済
的属性が説明変数 用いられ が、とくその後の心理発達に対 リスク因子 保護的因子として働くと両論文が分析結果から論じいる主要な説明変数（属性）につ て着目する。　
まず帰還後の地域コミュニティ・家族による
帰還者の受け入れがその後の本人の心理発達・適応に大きく影響しうる点である。多くの場合、元子ども兵は被害者と同時に加害者でもあり、その受け入れには困難がともなう。しかし、家族や地域にうまく受け入れられ いる者（特にそのように心理的 自ら感じら ている者）にとっては、そのこと自体が自信・安心につながり心理発達上の保護的因子として働く。次 、学校教育の重要性が保護 因子として働く点である。子ども兵たちは徴兵されている間は身に
つけるべき心理的特性や技能を身につけられずに時間が経過しており、その後の習得機会と、同年代の仲間とともに緊密に過ごし日常性を回復する機会が重要な過程と考えられる。特 持続的な教育アクセスつまり中退をせずに継続的に就学し続けられていることがその後の心理社会的調整上、重要だと指摘され いる。逆に、子ども兵となった時期やその期間、トラウマ的状況を目撃したり遭遇した経験の頻度、 悲惨さの深度などはリスク因子 して様々な心理状況を介し発達を阻害することも分かった。　
また先行研究に共通して両論文から導き出さ
れることとして、保護的因子もリスク因子も時系列的、数量的に累積して作用し ある種 リスク因子の作用を相殺するためには複数の保護的因子が必要であるという単なる足し算の線形ではなく非線形な関係がある。加えて、自然災害と比較して戦争 災禍は心理発達を長期的に阻害することも追跡調査から明らかにされた。●
 災禍がない社会を目指して
　
災禍による心身の被害は凄惨さを極めている。
しかし、二つの研究が描い いるのは、子どもたちはその被害に対して決して 「されるがまま」なだけの受容的で静態的な存在ではないということである。こ ことは「レジリエンス」 （強靱さ、しなやかさ、耐性など様々な文脈で用られる術語）という言葉 表されている。元子ども兵たちは、当事者でなければ決 分からない辛苦に傷つきつつ、同時にそれを乗り越えようと必死に努力し生きているレジリエントな存在であることも描かれてい の はないか。そうであれば、レジリエンスを補強するどのような心理的支援が必要かを研究し、実践に移し
ていくことが社会的に不可欠となる。心身に傷を負った脆弱な子どもたちが発達の保護的因子を高め ような支援と介入が社会政策としても不可欠であることを同誌の特集号から読み取ることができる。分析結果から考えても、家族やコミュニティ、 いは教育 いった極めて社会的な領域 個人の発達に強くつながっいることが示された。本稿では詳述できなかたが、心理学や公衆衛生学 認知科学な の研究者により、調査時には被調査者への心理学上、精神医学上 そして言語や文化、価値、規範について文化人類学的な配慮が心 けられている。　
心理学や公衆衛生学、認知科学の知見は不可
欠である。しかし、心理学研究においても、先進国に比べて途上国やマイノリティ集団に関する研究や手法はより乏 く 文化的・地理的に多様な地域を取り扱う児童発達研究を推し進めていくことが災害研究にとっても極めて重要であることが関連論文のなかで提起され いる。　
これからの新たな研究群のなかでは、平和や
人間の安全保障などの課題に 多くの議論や研究を蓄積してきた社会科学者と、現地語と長期のフィールドワークに習熟した地域研究者による途上国研究の知が果 せる貢献の余地は大きいと思う。逆に、途上国において顕著な安全や安心、発展や開発の問題を考えるうえで発達心理学の うな自然科学系の研究内容 もたらす知見もまた少なくないはずである。そし究極には、このような凄惨な情況を報告する研究が最終的にはなくなるよ 世界を目指してこの社会が進んでいくことこそが最も望まれ（おかべ
　
まさよし／アジア経済研究所
　
在マ
ニラ海外派遣員）
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